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「都⼼から⼀番近い森のまち」の安⼼安全な⽔道⽔を永続的に供給するために、流

⼭市⽔道事業基本計画（流⼭市⽔道ビジョン）を策定しました。 

この基本計画は令和 3（2021）年度から令和 12（2030）年度までの 10 年間を計

画期間とし、つくばエクスプレス沿線整備による⼈⼝増加期間とその後の⼈⼝安定期

間に特化した、投資計画と財政計画を策定しています。 

流⼭市は分散した既成市街地とつくばエクスプレス沿線整備により発展した新市

街地で構成されており、おおたかの森浄⽔場を中⼼とした市内すべての浄⽔場が、耐

震管で結ばれた基幹管路網をあと数年で実現しつつあります。 

また、平成 29 年度には江⼾川台浄⽔場配⽔池の耐震化⼯事が完成し、数年後に廃

⽌となる東部浄⽔場を除いた市内 3 浄⽔場は耐震化 100 パーセントを達成し、全国

的にも⾼い耐震性を誇っています。 

⽔道研究発表全国⼤会の概要版を参考資料として掲載してありますが、「流⼭市版

特別給⽔契約制度」、「TX 沿線まちづくりに併せた流⼭市⽔道の再構築」等、本市独

⾃の⽔道事業を⾏ってきました。 

今後とも、今回策定した基本計画に基づき、基本⽬標である「市⺠への安全な⽔の

安定供給をいつまでも」を⽬指して、流⼭市の⽔道事業を進めてまいります。  

最後に、本計画を策定するにあたり、ご尽⼒いただきました流⼭市上下⽔道事業運

営審議会委員の皆様をはじめ、貴重なご意⾒をお寄せくださいました市⺠の皆様に厚

く御礼申し上げます。 

令和 3 年(2021 年)3 ⽉ 

流 ⼭ 市 上 下 ⽔ 道 事 業 管 理 者 

 志村 誠彦    

は じ め に 
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 基本計画策定にあたって 
 

⽬的と位置付け 

厚⽣労働省（以降、厚労省とする）は、平成
25（2013）年 3 ⽉に「新⽔道ビジョン」を作
成・公表し、本市でも、この理念にあわせた計
画をつくる必要が⽣じました。 

厚労省が新しく⽔道ビジョンをつくりなお
した理由は⼤きく 2 つです。⽇本の⼈⼝が、
平成 22（2010）年頃をピークに減ることが予
測され、給⽔⼈⼝※・⽔量の減少にあわせた事
業運営に変える必要性が⽣じたことが⼀つ⽬
の理由です。また、近い将来に懸念されている
複数の⼤地震にそなえ、これまでのものを抜
本的に⾒直した危機管理対策の作成が必要と
なったことがもう⼀つの理由となります。 

⼀⽅、本市では、⽇本の多くの他市町とは異
なり、つくばエクスプレスの開通にともない
市の⼈⼝が増えており、この点を考慮した計
画が必要となりました。 

また、平成 22（2010）年度に策定した「流
⼭市⽔道事業基本計画（平成 23〜32 年度）」

（以降、前計画と呼ぶ）の計画期間も今年度（令
和 2（2020）年度）で終了します。 

このような状況より、厚労省の新⽔道ビジ
ョンにあわせた「⽔道ビジョン」の役割も兼ね
そなえたものとして、本市の新しい「⽔道事業
基本計画」（以降、本計画と呼ぶ）を策定する
こととしました。 

本市の「基本構想」及び「総合計画」の改訂
版として検討されている「基本構想・総合計
画」や、別途検討された「⽔道事業経営戦略」
などの考え⽅をふまえるとともに、厚労省が
策定した「新⽔道ビジョン」及び「『⽔道事業
ビジョン』作成の⼿引き」を参考に本計画の検
討を進めます。 

 
 

計画期間 

本計画では、将来の本市⽔道の⽬指すべき
姿を⾒すえたうえでの当⾯の事業の計画期間
として 10 年間を設定します。 

具体的には、令和 3（2021）〜令和 12

（2030）年度の 10 年間を対象とし、この期間
に、どのような事業を、どのような⼿順で進め
ていくかについてとりまとめるものとしま
す。 

 
 
 
 

  

 
計画期間︓令和 3（2021）〜 令和 12（2030）年度 

（計画参考期間︓令和 13（2031）〜 令和 22（2040）年度） 

【給⽔⼈⼝】給⽔区域内に居住し、⽔道により給⽔を受けている⼈⼝

第1章  基本計画策定にあたって 



 

 

 

第 1 章 
基本計画策定に 
あたって 

第 2 章 
概要 

第 3 章
⽔道事業の 
現状と評価

第 4 章
基本⽅針・基本 
⽬標と実現⽅策

第 5 章 
投資計画と 
財政収⽀の⾒通し

3

本計画の進め⽅ 

 
進め⽅の基本的な考え⽅ 

本計画の策定【PLAN】は、ゴールではなく
はじまりです。 

①まずは計画にそって実⾏し【DO】 
②順調に進んでいるか確認し【CHECK】 
③計画からずれている場合は原因を調べて

改善策をつくり【ACTION】 
④計画を修正し【PLAN】 
⑤修正した計画にそって実⾏する【DO】 
このような⼀連の PDCA サイクルをくりか

えし続けていくことで、本計画はより良い形

で実⾏され、将来の⽬標の達成、ひいては本市
の⽬指すべき⽔道事業の実現が可能となりま
す。 

 
なお、本計画に書かれていないものであっ

ても、将来の⽬標の達成や⽬指すべき⽔道事
業の実現に必要なことと判断される場合は、
変更・⾒直しをおこない、適切に計画に反映さ
せていくものとします。 

 
具体的な⼿順 

短期（毎年度︓実績＋進捗）、中期（4 年ご
と︓短期分＋詳細実績＋進捗と乖離時の原因
の把握）、⻑期（最終年度︓短期・中期分＋総
合評価＋次期計画）の間隔の異なる 3 段階の
PDCA サイクルを回すことにより、本計画の
実効性と⽬標の達成を担保できるようにしま

す。 
また、⾮常時には、平常時とは別の実績デー

タを整理し、次の⾮常時に活かせるようにし
ます。 

それぞれの PDCA サイクルでの整理項⽬や
実施時期、役割などは以下のとおりです。 

 

図 1-1 PDCA サイクルのイメージ 
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表 1-1 PDCA サイクルの整理項⽬例と実施時期 

 

 

  

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12
短期 短期 短期 中期 短期 短期 短期 中期 短期 ⻑期

基本項⽬ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
給⽔申込件数 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
実施⽅策 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
他部署事業 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
⼈⼝推計値 ● ● ●
需要予測 ● ● ●
財政予測 ● ● ●
資機材単価 ● ● ●
⼯事要員 ● ● ●
⼤規模計画 ● ● ●
⼤⼝需要者 ● ● ●
総合評価 ●

災害詳細 ● ●
被害状況 ● ●
復旧状況 ● ●
資機材の確保 ● ●
薬品・燃料 ● ●
救援隊・応援隊 ● ●
問題点・課題 ● ●
市⺠情報・苦情 ● ●
対策費⽤ ● ●

平
常
時

⾮
常
時

項⽬場⾯ ⾮常時

おおたかの森駅南⼝近隣公園 
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本書の構成
本書の各章は、以下のように構成されてい

ます。 
第 1 章が本章であり、第 2 章では本市及び

本市⽔道についてまとめています。第 3 章で

は現状をまとめ、第 4 章で⽬指すべき姿とそ
のための⽅策を⽰し、第 5 章で財政⾯の⾒通
しをまとめています。 

 

  

応急給⽔栓
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ペットボトル詰め⽔道⽔「流⼭⽔」 
（令和元年度⽔道週間啓発ポスター最優秀賞をデザインに採⽤） 
 
流⼭市では、⾼度浄⽔処理によって、よりおいしくなった⽔道⽔を多くの⽅に知っ
ていただくため、500ml のペットボトル⽔「流⼭⽔」を平成 29 年度より作製し、
流⼭市のイベント等において、無料配布しています。 
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 概要 
 

市の概要 

 
市の沿⾰

本市は、昭和 26（1951）年に流⼭町・⼋⽊
村・新川村が合併して江⼾川町となった翌年
に、名称を流⼭町にあらためました。昭和 42

（1967）年に市制がはじまり、平成 29（2017）
年に 50 周年をむかえた⽔と緑の豊かな⾃然
が息づく住宅⽂化都市です。 

平成 17（2005）年 8 ⽉に都⼼直結となる
つくばエクスプレスが開通したことにより、

沿線駅である流⼭おおたかの森駅や流⼭セン
トラルパーク駅のまわりには、質のよい住宅
地の整備とあわせて、商業機能などの整備が
進められています。とくに、流⼭おおたかの森
駅周辺のセンター地区は、本市の新たな中⼼
核として位置付けられ、これにそった街づく
りが進められています。 

 
⼈⼝動態 

本市の⼈⼝は、昭和 30（1955〜）年代はじ
め頃の住宅団地開発により急増し、昭和 30

（1955）年から昭和 50（1975）年にかけては
10 年間ごとに倍増していました。その後、増
え⽅はゆるやかになりましたが、平成 30

（2018）年度の⼈⼝は昭和 30（1955）年度の
およそ 10 倍となっています。 

⾃然・社会増減数ともに減少から増加傾向
に転じており、とくに、つくばエクスプレス開

通の頃からは社会増が顕著となりました。 
地域別にみると、歴史、⾃然、⽴地的属性か

ら北部、中部、南部及び東部にわけられます。
近年、伸びが⼤きいのはつくばエクスプレス
沿線にあたる中部・南部であり、全体の⼈⼝の
伸びの⼤半を占めています。4 地域の中で北部
だけは⼈⼝が減っているのも特徴といえま
す。

 

 

図 2-1 ⼈⼝と世帯⼈数の推移 
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つくばエクスプレス沿線整備 

平成 17（2005）年のつくばエクスプレス開
通前より、「宅鉄法※」に基づいた鉄道の建設
と沿線の⼀体的なまちづくりである「⼀体型
⼟地区画整理事業」が進められてきました。事
業の対象は、新市街地地区（流⼭おおたかの森

駅周辺）、運動公園周辺地区（流⼭セントラル
パーク駅周辺）、⻄平井・鰭ケ崎地区、鰭ケ崎・
思井地区、⽊地区（南流⼭駅南）の 5 地区で
す。 

 
 

⽔道事業の沿⾰ 

本市の⽔道は、昭和 38（1963）年 4 ⽉に
給⽔をはじめてから、58 年もの⻑きにわた
り、みなさまに安⼼な⽔を届けてきました。 

まず、昭和 37（1962）年に流⼭⽔道として
創設され、東部⽔道の創設・統合、江⼾川台⽔
道の買収・統合などをへて、第 3 次拡張より
流⼭市⽔道事業となりました。 

つくばエクスプレス開通による⼈⼝の増加
にあわせて平成 14（2002）年に第 6 次拡張
をおこない、平成 18（2006）年 6 ⽉にはお
おたかの森浄⽔場が動きだしました。さらに、
将来の⼈⼝を⾒直し、予備の井⼾２本を本井

へと変更する第 7 次拡張事業の変更が令和 2
（2020）年 3 ⽉に認められました。 

平成 18（2006）年に完成した新しいおおた
かの森浄⽔場を除き、他 3 浄⽔場は⽼朽化に
ともない、⼤規模⼯事をおこなってきました。 

⻄平井浄⽔場は平成 28（2016）年度に配⽔
池※と場内配管、江⼾川台浄⽔場は平成 29

（2017）年度に配⽔池と塩素混和池※、次亜塩
素注⼊設備※、東部浄⽔場は平成 25（2013）
〜26（2014）年度に施設改修と電気機械設備
の⼯事をおこなっています。 

 

 

 

 

表 2-1 本市の⽔道事業の沿⾰

 

事業名   認可等年度・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・⽬標年度
計画給⽔
⼈⼝（⼈）

計画1⽇
最⼤給⽔量
（m3/⽇）

計画1⼈1⽇
最⼤給⽔量
（L/⽇）

給⽔⾯積
（km2）

創設 S36年度・S41年度 7,300 1,460 200 7.20

第1次拡張  S37年度・S41年度 12,000 2,400 200 7.20

第2次拡張      S44年度・・S50年度 20,000 6,000 300 7.20

第3次拡張         S48年度・・ S55年度 90,000 40,500 450 29.76

第4次拡張                              S58年度・・・H07年度 132,300 41,500 314 35.31

第5次拡張                                   S62年度・・・H11年度 147,000 55,900 380 35.31

第6次拡張                                                            H13年度・・・H22年度 166,500 65,700 395 35.31

第6次拡張変更                                                                   H18年度 ・・・H28年度 166,500 65,700 395 35.31

届出                                                                                 H23年度・・・・H36年度 182,000 58,900 323 35.31

第7次拡張                                                                                             H30年度・・・・H42年度 203,000 57,600 284 35.31

【宅鉄法】正式名称は「⼤都市地域における宅地開発及び鉄道整備の
⼀体的推進に関する特別措置法」

【配⽔池】消毒がすべて完了した上⽔を配⽔する前に⼀時的に蓄えて
おく浄⽔場内の設備 

【塩素混和池（着⽔井）】井⼾⽔に消毒剤（塩素剤）を注⼊、均⼀に
混合する施設 

【次亜塩素注⼊設備】井⼾⽔に消毒のための次亜塩素酸ナトリウムを
注⼊する施設
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⽔道施設の概要 

 
浄⽔場と給⽔区域 

本市の浄⽔場は、市の真ん中あたりにある
おおたかの森浄⽔場、北部にある江⼾川台浄
⽔場、南⻄部にある⻄平井浄⽔場、南東部にあ
る東部浄⽔場の 4 か所となります。 

おおたかの森浄⽔場と江⼾川台浄⽔場は井
⼾⽔（井⼾）と北千葉広域⽔道企業団からの浄
⽔を受けた⽔（受⽔）を混ぜ合わせた⽔を配⽔
しています。 

東部浄⽔場は井⼾⽔（井⼾）を浄⽔した⽔だ
けで配⽔しています。 

⻄平井浄⽔場は北千葉広域⽔道企業団から
の浄⽔を配⽔することが主な役割でしたが、
配⽔量が増えてきていることをふまえ、令和 2

（2020）年 4 ⽉から井⼾⽔も浄⽔して配⽔し
ています。

 

表 2-2 浄⽔場の諸元 

 

  

項⽬ おおたかの森
浄⽔場系統

江⼾川台
浄⽔場系統

⻄平井
浄⽔場系統

東部
浄⽔場系統

公称施設能⼒ 26,400m3/⽇ 25,600m3/⽇ 28,800m3/⽇ 8,800m3/⽇
⽔源 深井⼾ 4井 深井⼾ 4井

（1井停⽌中）
深井⼾ 2井 深井⼾ 5井

浄⽔設備 着⽔井 RC造２池
ろ⽔ポンプ 4台
ろ⽔機 4基
次亜塩素注⼊設備

着⽔井 RC造1池
ろ⽔ポンプ 4台
ろ⽔機 4基
次亜塩素注⼊設備

着⽔井 RC造1池
ろ⽔ポンプ 2台
ろ⽔機 2基
次亜塩素注⼊設備

着⽔井 RC造２池
ろ⽔ポンプ 4台
ろ⽔機 4基
次亜塩素注⼊設備

処理⽅法

配⽔設備 配⽔池 PC造1池
10,500m3

配⽔ポンプ 6台

配⽔池 PC造2池
5,000m3

5,000m3

配⽔ポンプ 4台

配⽔池 PC造2池
7,000m3

10,000m3

配⽔ポンプ 5台

配⽔池 PC造2池
1,200m3

1,200m3

配⽔ポンプ 4台
その他 中央監視制御設備

電気計装設備
⾮常⽤発電機
地下燃料タンク
燃料⼩出槽

電気計装設備
⾮常⽤発電機
地下燃料タンク
燃料⼩出槽

電気計装設備
⾮常⽤発電機
地下燃料タンク
燃料⼩出槽

電気計装設備
⾮常⽤発電機
燃料タンク

深井⼾より導⽔した地下⽔に次亜塩素酸ナトリウムを注⼊。着⽔井にて酸化処理の後、ろ
過機に圧送し、除鉄・除マンガン処理。
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配⽔管網 

これまでの⽔道の拡張や統合のながれや、
⼈が多く住む地域が離れて発達しているなど
の背景により、配⽔管網は 4 浄⽔場を基点と
して放射状に広がっています。 

浄⽔場間はφ※300〜800mm の太さの管で
つながっており、⽇常では、浄⽔場が 1 つ⽌
まっても市内の全域に配⽔できる仕組みとな

っています。 
それぞれの浄⽔場が配⽔する範囲は、⼀般

的に浄⽔場を中⼼とした地域となりますが、
例外として、市南⻄端にはおおたかの森浄⽔
場、市南東部端には⻄平井浄⽔場からの⽔が
配⽔されています。 

 

 

図 2-2 配⽔管の布設状況  

【ファイ（φ）】管路の⼝径 
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北千葉広域⽔道企業団からの受⽔ 

北千葉広域⽔道企業団とは、流⼭市、松⼾
市、野⽥市、柏市、我孫⼦市、習志野市、⼋千
代市及び千葉県の 1 県 7 市に⽔道⽔を送るこ
とを⽬途につくられた地⽅公営企業です。⼀
⽇最⼤525,000m3 の送⽔が計画されていま
すが、現在は思川開発事業※がまだ完成してい

ないことから、計画量までは送ることができ
ません。 

令和 6（2024）年度に思川開発事業が完成
することで計画は完成し、本市は 47,300m3/
⽇まで受⽔することができるようになりま
す。 

 
 
 

図 2-3 北千葉広域⽔道企業団の構成団体と受⽔経路 

  

【思川開発事業】思川の⽀川南摩川に南摩ダムを建設し、洪⽔調整を
⾏うとともに、思川⽀川の⿊川、⼤芦川と南摩ダムを導⽔路で結び、
⽔を融通しつつ効率的に⽔資源開発を⾏う事業 
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 ⽔道事業の現状と評価 
 

【安全】安全な⽔の供給 

 
給⽔の普及 

 
 
 
 

本市の給⽔⼈⼝は年々増えてきています。
つくばエクスプレス沿線整備にともない、⼈
⼝の増え⽅はさらに⼤きくなりました。本市
は、給⽔⼈⼝が増えている国内でも少ない事
例の 1 つです。 

⽔道・給⽔普及率※が上がってきていること
からわかるように、本市のすみずみまで⽔道
が⾏きわたるよう、これまで着実に整備を進
めてきました。このことは指標値が全国平均

よりもおよそ 2〜6%⾼いことからもみてと
れます。 

過去の計画の想定をこえる⼈⼝の増加とな
っていることから、それにあわせて事業計画
の⾒直しをおこなってきました。現在は第 7
次拡張事業計画（計画給⽔⼈⼝ 203,000 ⼈）
を終え、次の計画を検討しているところとな
ります。

 
 

 
 

 

図 3-1 給⽔⼈⼝と普及率の推移 

つくばエクスプレスが開通したことにより、想定をこえる⼈⼝の増え⽅となっていること
から、過去の計画を適切に⾒直しながら事業を進めています。 

【⽔道普及率】⾏政区域内⼈⼝に対して給⽔している⼈⼝の⽐率
【給⽔普及率】給⽔区域内⼈⼝に対して給⽔している⼈⼝の⽐率

第3章  ⽔道事業の現状と評価
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給⽔量の変化 

 
 
 
 

給⽔⼈⼝が増えるのにあわせて、1 ⽇最⼤・
平均給⽔量も増えていますが、1 ⼈あたりの指
標でみると、いずれも減る傾向にあります。平
成 23（2011）年度と⽐べると、令和元（2019）
年度ではおよそ 10%減っています。 

この傾向は、節⽔機器のひろがりや節⽔意
識の⾼まりなどの全国的な傾向に⼀致してい
るといえます。ただし、⽔量は全国平均より低
いレベルにあり、本市の節⽔意識の⾼さによ

るものではないかと推測されます。 
使⽤⽬的ごとにみると、⽣活⽤⽔がおよそ

90%を占めており、本市では、⼀般家庭で使
われる⽔が主⽤途であるといえます。 

このさき、1 ⼈あたりの使⽤⽔量の減少傾向
が続くと、⼈⼝が減りはじめる前に、⽔量の減
少により料⾦収⼊が少なくなり、経営に影響
のでることが⼼配されます。

 

 

図 3-2 給⽔量の推移 

  

⼀般家庭で使う⽔が多いため、⼈⼝が増えるにつれ使⽤⽔量も増えていますが、1 ⼈あたり
でみると⽔量は減る傾向にあり、将来的に収⼊が減ることが⼼配されています。 

森のナイトカフェ 
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浄⽔場ごとの配⽔量 

 
 
 
 

浄⽔場からの配⽔量の⽐率については、⻄
平井浄⽔場がもっとも多く、全体のおよそ
40%を占めています。そのあとは、江⼾川台
浄⽔場、おおたかの森浄⽔場と続き、平成 30

（2018）年度では全体のおよそ 28%、26%と
両者は拮抗しています。残る 6%が東部浄⽔
場となります。 

これは、⽔の使⽤量が多い時間帯に東部浄
⽔場から配⽔している地域であっても、平常
時はポンプ圧の差により、おおたかの森浄⽔
場と⻄平井浄⽔場から配⽔する地域ができる
ことによります。 

このように、4 浄⽔場のうち東部浄⽔場を除
く 3 浄⽔場でほとんどの配⽔ができており、
東部浄⽔場は補助的な働きしか果たしていま
せん。 

このような状況を受け、前基本計画では、東

部浄⽔場をなくしても、3 浄⽔場だけで本市全
域に配⽔ができることを明らかにしました。
ただし、それには、⼈⼝の増え⽅が落ち着くこ
とや、建設中の基幹管路の完成や井⼾の移設
の完了などの条件が必要となります。これら
の準備を進めたうえで、条件がととのえば、応
急給⽔機能だけを残して、いずれ東部浄⽔場
はなくす⽅向で考えています。 

また、⻄平井浄⽔場は、これまでは北千葉広
域⽔道企業団からの⽔を配⽔することが主な
役割であり、井⼾⽔は緊急時のみ使っていま
した。しかし、⽔の使⽤量が増えていることか
ら、令和２年度からは平常時も井⼾⽔を処理
して使えるようにしました。現在の浄⽔施設
は、⽼朽化していることから、施設の更新をし
ているところです。 

 

 

図 3-3 ⽇平均配⽔量の浄⽔場別⽐率の推移 

おおたかの森浄⽔場、江⼾川台浄⽔場、⻄平井浄⽔場の 3 つだけで、全市に⽔を送ること
ができることから、条件がととのえば、すみやかに東部浄⽔場はなくす予定にしています。 
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取⽔と受⽔の割合 

 
 
 
 

取⽔量はほぼ横ばいですが、近年では受⽔
量が増えてきており、受⽔量は取⽔量のおよ
そ 4 倍となっています。全国平均と⽐べて、
本市は受⽔⽐率※が⾼いことがわかります。 

受⽔できる量は決められていることから、
不⾜分は井⼾⽔でまかなうのがあるべき姿で
あり、本市が⽬指している姿でもあります。 

しかしながら、井⼾が古くなるにつれ取⽔
できる⽔量は少なくなってきています。井⼾
から安定した⽔量を取⽔することができない

と、渇⽔などの緊急時のリスクが⾼まること
につながります。 

このことから、積極的に井⼾をメンテナン
スしたり更新したりすることで、安定した取
⽔量を確保することが必要といえます。 

なお、更新にあたっては、⼈⼝のピークが遠
い将来ではないと⾒込まれていることから、
過剰な投資とならないよう配慮することも重
要であると考えています。 

 

 

 

図 3-4 取⽔量と受⽔量の推移 

  

全体の 8 割は受⽔を使っており、残りの 2 割は井⼾でまかなう必要があります。井⼾をメ
ンテナンスや更新することにより、安定した⽔量を確保することが必要です。 

⽔管橋 

【受⽔⽐率】北千葉広域⽔道企業団から送⽔されてくる浄⽔と⾃⼰⽔
源の⽐率
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⽔質の安全性 

 
 
 
 

みなさまに届く⽔の⽔質は、いつでもすべ
ての項⽬で厚労省が⽰した⽔道⽔質基準を満
たしており、⽔を安全に供給するという責務
が果たせています。 

⽔道⽔のもととなる原⽔についての基準は
ありませんが、参考として前述の⽔質基準と
⽐べると、多くの井⼾で、マンガン及びその化
合物、臭気、⾊度において基準を超えていま
す。ただし、井⼾により傾向は異なります。 

経年的には、⾊度で基準を超える井⼾数が
減少していますが、それ以外の項⽬では⽬⽴

った傾向がみられないことから、井⼾⽔の性
状は経年的にはあまり変化していないといえ
ます。 

そのほかには、クリプトスポリジウム対策※

として⼤腸菌個数及び嫌気性芽胞菌、地下⽔
の窒素分が多いことへの対策としてアンモニ
ア態窒素について測定をしています。前者は
過去 10 年間で検出は 0 と問題ありません。
後者は、とくに江⼾川台浄⽔場の井⼾で濃度
が⾼いことがわかっていますので、浄⽔処理
により適切に処理をおこなっています。 

 
  

⽔道のもととなる井⼾の⽔質は、それぞれ特徴がありますが、適切に処理することで、みな
さまに送る⽔は、つねに国が定めた基準が満たされる安全な⽔となっています。 

【クリプトスポリジウム対策】⽔道の塩素消毒では殺菌できない耐塩
素性病原⽣物への対策 
クリプトスポリジウムはウマ、ウシ、ブタ、の家畜及びイヌ、ネコ、
ネズミ、の哺乳動物が感染源 



 

 

 

第 1 章 
基本計画策定に 
あたって 

第 2 章 
概要 

第 3 章
⽔道事業の 
現状と評価

第 4 章
基本⽅針・基本 
⽬標と実現⽅策

第 5 章 
投資計画と 
財政収⽀の⾒通し

19

【強靱】危機管理への対応 

 
配⽔管の新設・更新 

 
 
 
 

⽔源と浄⽔場の場所や浄⽔処理の⽅法が変
わっていないため、導⽔管及び送⽔管の⻑さ
は変わっていません。 

配⽔管は⼈⼝が増えるのにあわせて延ばし
てきたため、平成 23（2011）年度からの 8 年
間でおよそ 74km ⻑くなりました。 

配⽔管の新設と更新をあわせた指標でみる
と、耐⽤年数を 50 年と想定して、前基本計画
でかかげた「全管路延⻑に対する年間の布設

延⻑距離 2％」の⽬標をおおむね上回ってきま
した。 

新しい住⼈に⽔を届けるために管路を延ば
すこと（新設）や、古くなった管路などをとり
かえること（更新）は、事故を防ぐためには必
要不可⽋なものです。これからも適切な範囲
で、配⽔管の新設や更新を進めることが必要
と考えています。 

 

 

図 3-5 配⽔管の管路延⻑の推移 

  

配⽔管は平成 23（2011）年度からの 8 年間でおよそ 74km 延びました。今後も、⼈⼝の
増加にともなう新設や、古くなった管路の更新を、適切に進めていくことが必要です。 



 

 

 

第 1 章 
基本計画策定に 
あたって 

第 2 章 
概要 

第 3 章
⽔道事業の 
現状と評価

第 4 章
基本⽅針・基本 
⽬標と実現⽅策

第 5 章 
投資計画と 
財政収⽀の⾒通し

20

管路の⽼朽化対策と耐震化 

 
 
 
 

法的に耐えられる年数（法定耐⽤年数）を超
える配⽔管は、本管・⽀管ともに平成 25

（2013）年度までは 0%でした。その後上昇
し、令和元（2019）年度ではそれぞれ 12.2%、
9.8% と な り ま し た 。 た だ し 、 全 国 平 均

（21.5%、15.4％）と⽐べると、いずれも低い
⽔準にあり、管路の⽼朽化はあまり進んでい
ないといえます。 

⼀⽅、現在はつくばエクスプレス沿線の区
画整理にともなう配⽔管の新設にお⾦も労⼒
も使われており、更新に向ける⼗分な余裕が
ともにありません。 

管路のとりかえがとどこおり、⽼朽化が進
むことのないよう、つくばエクスプレス沿線
地域での新設⼯事が終わったあとに、どのよ

うに更新を進めていくかが重要と考えていま
す。 

また、地震に対するそなえとして、配⽔本管
では、99%を超える管でレベル 1※（L1）、40%
を超える管でレベル 2※（L2）の地震に耐える
ことができます。その⽐率は年々上昇してい
ます。配⽔⽀管では、70%を超える管でレベ
ル 1（L1）の地震に耐えることができ、その⽐
率は年々上昇しています。 

本管・⽀管ともに、全国平均を上回る⽔準で
あることから、地震への対策は進んでいると
いえます。これにとどまらず、今後も継続的に
更新による耐震化を進めていくことが重要と
考えています。 

 

 
 
 

 

図 3-6 法定耐⽤年数超過管路率の推移  

管路の⽼朽化の⼼配はなく、地震に対するそなえもできています。今後もこの状況が保て
るよう、管路の更新を着実に進めていくことが必要と考えています。 

【レベル 1 地震動】当該施設の設置地点において発⽣するものと想
定される地震動のうち、当該施設の供⽤期問中に発⽣する可能性の
⾼いもの 

【レベル 2 地震動】当該施設の設置地点において発⽣するものと想
定される地震動のうち、最⼤規模の強さを有するもの。 
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施設・設備の⽼朽化対策と耐震化 

 
 
 
 

法的に耐えられる年数（法定耐⽤年数）を超
える浄⽔施設は 0%、設備は平成 23（2011）
年度の 32.9%から下げ、令和元（2019）年度
では 3.9%です。施設・設備の⽼朽化はあまり
進んでいないといえます。 

地震へのそなえとしては、浄⽔施設、ポンプ
所、配⽔池のいずれの項⽬も、平成 23（2011）
年度よりも耐震化が進み、令和元（2019）年
度では 63.1%（将来廃⽌する東部浄⽔場を除

けば 100%）、78.8%、100%となっています。
全国平均と⽐べていずれも⾼い⽔準にあり、
地震へのそなえができているといえます。 

浄⽔施設で耐震化できていないのは、廃⽌
する予定の東部浄⽔場だけです。平成 26

（2014）年度には必要最低限の補強⼯事を実
施しており、廃⽌するまでは、問題などが発⽣
するたびに対処することで使いつづける⽅針
としています。 

 

 

図 3-7 法定耐⽤年数超過率の推移 

 

図 3-8 諸施設の耐震率の推移 

施設や設備も⽼朽化の⼼配はなく、地震に対するそなえもできています。東部浄⽔場だけ
は廃⽌予定であり、耐震化はまだですが、平成 26 年度に必要な補強⼯事は終えています。 
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応急給⽔計画 

 
 
 
 

災害により⽔道がとまり、飲み⽔などを送
ることが難しくなる場合にそなえ、応急給⽔
計画が⽴てられています。これは本市の「流⼭
市地域防災計画」の中に整理されています。 

避難が指⽰されたときなどに、期間、給⽔⽅
法、資機材の準備、職員の⾏動、他事業体の相

互応援をどうするか、などについて決められ
ています。 

この計画を⽴てておくことで、災害時でも、
みなさまに飲み⽔などが継続して提供できる
よう万全を期しています。 

 

図 3-9 地域防災計画の中に⽰された⽔道の応急復旧の⾏動指針の例（抜粋） 

 

  

災害時にどのようにして⽔を提供するかなどを具体的に定めた応急給⽔計画が⽴てられて
います。この計画により、災害時でもとどこおりなく⽔を提供することができます。 

応急給⽔訓練 給⽔⾞ 
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薬品及び燃料の備蓄 

 
 
 
 

浄⽔処理に必要な塩素剤が⾜りなくなるこ
とがないよう、⽇頃より適切に備蓄をおこな
っています。 

毎年の使⽤量はおよそ 0.8t/⽇ですので、本
市ではおよそ 15t（およそ 19 ⽇分）の塩素剤
を備蓄しています。 

全国平均と⽐べると備蓄量は少ないです
が、およそ 19 ⽇分あれば問題はないと考えて
います。 

燃料は、平成 26（2014）年度におおたかの
森浄⽔場のポンプ能⼒を増やしたことで使⽤
量が増えましたが、それ以降はおよそ 12t/⽇
程度で⼤きく変わっていません。 

そのため、本市ではおよそ 19t（およそ 1.6
⽇分）の燃料を備蓄しています。 

全国平均と⽐べて備蓄量は多く、より安全
であるといえます。 

 

図 3-10 薬品の貯蔵量と備蓄⽇数の推移 

 

図 3-11 燃料備蓄関連指標の推移  

災害時に⽔道がとまることがないよう、⽔をつくるのに必要な塩素剤と燃料については、
普段の使⽤量などをふまえて、適切な量を備蓄しています。 
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【持続】⽔道事業の持続性 

 
組織体制と職員数 

 
 
 
 

本市では、⽔道と下⽔道が⼀つの組織とな
っています。そのうち⽔道に係わる職員は、事
業管理者と次⻑、2 つの課の職員 19 ⼈のあわ
せて 21 ⼈です。 

職員数は経年的に減ってきており、平成 23
（2011）年度と⽐べて、平成 29（2017）年度
ではおよそ 10 ⼈少なくなっています。 

これは、料⾦徴収業務などの効果的な外部
委託、下⽔道部局との統合、浄⽔場の遠隔での
⾃動運転、再任⽤職員の採⽤などの努⼒によ
る削減の成果となります。 

全国平均と⽐べても効率的に⼈員配置され
ているといえます。 

 

 

図 3-12 組織と職員数（令和元（2019）年度） 

 

図 3-13 職員数の推移 

次⻑ ⽔道⼯務課 ⼯務係（5⼈）

施設係（4⼈）

経営業務課 経営係（3⼈）

会計係（2⼈）

業務係（2⼈）

下⽔道建設課（計画・建設・管理係）

上下⽔道事業
管理者

課⻑・課⻑補佐
含み9⼈

課⻑補佐
含み10⼈

⽔道にたずさわる職員は年々減ってきており、現在は 21 ⼈となっています。これは⼈員削
減努⼒の成果であり、全国的にみて効率的な⼈員配置ができているといえます。 
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⽔供給の効率性 

 
 
 
 

1 ⽇に使われる最⼤の⽔量が⼤きく変わら
ない中、平均的には使われる⽔量が増えてい
ることから、最⼤値に対する平均値の⽐率で
ある負荷率※は経年的に上がっています。これ
は、効率的な⽔供給ができる状況にあるとい
えます。 

有効・有収率※は、いずれも 90%を超える
⾼い値を維持しており、全国平均と⽐べて⾼
い⽔準にあるといえます。これらは送られた
⽔に対する⽐率で、どれだけ有効に使われた

か（無駄にならなかったか）、どれだけ収⼊と
なったかをあらわします。この点からも、本市
では効率的な⽔供給がされているといえま
す。 

また、漏⽔が起こると無駄になる⽔ができ
てしまいますが、漏⽔量・漏⽔率ともに、年に
よる増減はありますが、⼤きくは下がる傾向
にあります。これは漏⽔⼯事や⽼朽管の更新
などによる漏⽔防⽌の努⼒の成果であるとい
えます。 

 

 
 
 

 

図 3-14 負荷率・有効率・有収率・漏⽔率の推移 

  

全国的にみて効率のよい⽔の供給ができる状況となっています。これは漏⽔を防ぐなどの
施策を進めてきたことの成果ともいえます。 

【負荷率】⽇最⼤給⽔量と⽇平均給⽔量との⽐率 
【有効・有収率】配⽔量と有効に使⽤された⽔量の⽐率、給⽔する⽔
量と料⾦として収⼊のあった⽔量の⽐率 
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事業の効率性 

 
 
 
 

事業の効率性をあらわす配⽔管延⻑密度と
⽔道メーター密度の指標は、いずれも上昇す
る傾向にあります。 

これは、つくばエクスプレス沿線の整備に
ともない⽔を使う⼈⼝が増えたため、それに
対応するための配⽔管の新設とメーターの設
置が進んでいることをあらわしています。 

また、これら 2 指標をかけあわせた指標で

ある需要分布も、経年的に上昇する傾向にあ
ります。全国平均と⽐べても⾼い⽔準にあり
ます。 

この指標が上昇することは、1km2 あたりの
⽔を使う⼈⼝が増えていることをあらわしま
す。⽔を使う⼈が狭い範囲にまとまって居住
しており、効率的に事業が運営できていると
いえます。 

 

 

図 3-15 事業効率性の指標の推移 

 

図 3-16 需要分布の推移 

つくばエクスプレス沿線の整備にともない、⽔道の整備も進んでいます。沿線の便利な地
域に⼈が集まって住んでいることから、効率的に事業を運営することができています。 
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外部委託の利活⽤ 

 
 
 
 

本市では、外部への委託を効果的に利活⽤
することで、費⽤をおさえ、よりよい経営状況
が維持できるようつとめてきました。 

市内にある 4 つの浄⽔場の点検整備などを
ふくめた⾃動運転管理、漏⽔修理及び給⽔装
置の受付業務、⽔道料⾦業務（お客様センタ
ー）については、外部へ委託をおこなってきて
おり、費⽤の節約と業務の効率化ができてい
ます。 

このような⼯夫により、現在の⽔道事業の

経営は健全なものとなっています。これらを
還元する取り組みとして、平成 27（2015）年
度には 50m3/⽉を超える⽔の利⽤量への料⾦
を 400 円/m3 から 310 円/m3 に下げ、さらに
平成 29（2017）年度には 500m3/⽉を超える
⼤⼝利⽤者への料⾦を 310 円/m3から 200 円
/m3 に下げています。 

今後とも外部への委託の利活⽤をつづけて
いくことが、経営の視点からも望ましいもの
だと考えています。 

 

  

外部への業務の委託は、⽔道経営によりより影響をもたらしてきました。今後とも外部へ
の委託の利活⽤をつづけていくことにより、費⽤を最⼩化できるようつとめます。 

おおたかの森浄⽔場中央監視システム 
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収⼊と⽀出の割合 

 
 
 
 

令和元（2019）年度では、すべての⽐率で
100%を超えており、健全な経営ができてい
るといえます。 

平成 27（2015）年度頃から営業収⽀⽐率※

とほかの 2 指標で差が広がっているのは、下
⽔道部局が⽔道局庁舎に移ってきたことにと

もない、庁舎の使⽤料が発⽣し、その収益が増
えたことによります。 

この収益のおかげで、全国平均と⽐べて総
収⽀⽐率※及び経常収⽀⽐率※は⾼い⽔準とな
っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 3-17 収⽀⽐率の推移 

  

収⽀⽐率はすべて 100%を超えており、健全な経営であるといえます。下⽔道部局が移っ
てきたことで庁舎の使⽤料が収益となり、経営にさらによい効果をあたえています。 

【営業収⽀⽐率】営業費⽤が営業収益によってどの程度賄われている
かを⽰す指標。「営業収⽀⽐率＝（営業収益―受託⼯事収益）/（営
業費⽤―受託⼯事費⽤）×100」で求められ、この⽐率が⾼いほど営
業利益が良く 100%を下回ると営業損失が⽣じることを意味する。

【総収⽀⽐率】⼀会計期間の間に発⽣した総費⽤が総収益によってど
の程度賄われているかを⽰す指標。「総収⽀⽐率＝総収益/総費⽤
×100」で求められる。 

【経常収⽀⽐率】経常費⽤が経常収益によってどの程度賄われている
かを⽰す指標。「経常収⽀⽐率＝（営業収益＋営業外収益）/（営業
費⽤＋営業外費⽤）×100」で求められる。 
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⽔道料⾦ 

 
 
 
 

⽔道料⾦をあらわす指標の供給単価※、⽔を
つくる費⽤をあらわす指標の給⽔原価※は、経
年的に下がっており、平成 23（2011）年度か
らの 8 年間で、それぞれおよそ 7 円、30 円安
くなりました。 

原価が下がったのは、北千葉広域⽔道企業
団から受⽔すべき⽔量を⼈⼝増により有効に
使い切ることができるようになったことによ
ります。 

また、料⾦回収率（供給単価÷給⽔原価）は
100%を越えていると健全な経営といえま

す。本市では給⽔原価が下がったことで平成
27（2015）年度からは 100%を上回る⽔準と
なりました。 

1 ヶ⽉あたりの⽔道料⾦は、10m3、20m3

ともに平成 26（2014）年度に上がりました
が、その後は変わりありません。全国平均と⽐
べても、本市⽔道は安い料⾦を実現できてい
るといえます。 

また、平成 27（2015）年度には、使⽤した
⽔が 50m3/⽉超えた場合の料⾦を 400 円/m3

から 310 円/m3 に下げる努⼒もしています。 
 

 

 

 

図 3-18 供給単価・給⽔原価及び料⾦回収率の推移 

  

⼈⼝が増えたことにより、効率的に受⽔を使い切ることができるようになりました。この
こともあり、全国的にみても、本市は安い⽔道料⾦を実現できています。 

【供給単価】有収⽔量１m3 当たりの収益
【給⽔原価】有収⽔量１m3 当たりの給⽔にかかる費⽤ 
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特別給⽔契約 

 
 
 
 

本市には、⽔を多く使う事業者ほどお得な
料⾦となる「特別給⽔契約」という制度が平成
29（2019）年度につくられています。 

これは、この契約をむすんだ事業者が基準
⽔量（現在は 500m3/⽉）より多く⽔を使った
ときに、基準の⽔量より多い分については、通
常の料⾦より安くなるというものです。 

この制度は、⼤⼝利⽤者の地下⽔利⽤を抑

制し、適正な⽔道料⾦を負担していただくこ
とを⽬的としたものです。 

この制度を利⽤することで、⼤⼝利⽤者は
⽔道の料⾦の負担が通常より軽くなることか
ら、⽔道利⽤の促進と、この契約の対象となる
事業者が本市に進出することの⼤きな契機と
なることが期待されます。 

 

表 3-1 特別給⽔契約の料⾦体系 

 
    

 

図 3-19 特別給⽔契約制度の契約件数の推移  

⼝径
（mm）

基本料⾦
（円）

0〜5m3 5m3を超え
10m3まで

10m3を超え
20m3まで

20m3を超え
50m3まで

50m3を超え
500m3まで

500m3を
超えるもの

500m3を
超えるもの

13 960 0 14 140 200 310 310 200

20 1,330 0 14 140 200 310 310 200

25 1,640 0 14 140 200 310 310 200

40 4,605 140 140 140 200 310 310 200

50 7,825 140 140 140 200 310 310 200

75 17,010 140 140 140 200 310 310 200

100 31,600 140 140 140 200 310 310 200

150 73,400 140 140 140 200 310 310 200

「特別給⽔契約」は、⽔を多く使う事業者にお得な制度となっています。この制度は、本市
に事業者が進出することについての⼤きな契機となり、ひいては街の発展にもつながります。
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官⺠連携と広域連携 

 
 
 
 

最近の⽔道をめぐる全国的な情勢において
は、官⺠連携及び広域連携をまったく無視す
ることはできない状況となっています。 

これまでの状況をふまえ、料⾦徴収、浄⽔場
の運転管理及び漏⽔修理・給⽔装置の受付業
務の外部委託については、経費削減の効果が
あることから、引き続きつづけていこうと考
えています。 

ただし、これよりさらに外部委託を進める
ことは、本市側にも委託を受けた⺠間側にも
技術⼒が蓄積しないという、残念な結果にな
ると考えています。このような状況は、両者に
とって利益がないことから、現時点で、本市で
は官⺠連携をさらに積極的に進める必要はな
いと考えています。 

また、広域連携の主なメリットとしては、①

規模が拡⼤することによりスケールメリット
が得られること（規模が 3 倍になっても、必
要な業務量は 3 倍まで⼤きくならない。資機
材も⼤量に買うことで安くすることができる
など）、②⼈員確保がしやすくなること（複数
の市町が⼀体となるので、職員の全体数が増
える）、の 2 点があげられます。 

⼀⽅、本市は、経営状況が健全な状態である
ことから、現時点では、広域連携も積極的に進
める必要はないと考えています。 

なお、本市からではなく、まわりの市町から
広域連携を求められることは、⼗分に考えら
れます。このときに、どのような条件であれば
広域連携に踏み切るメリットがあるかについ
て、前もって検討しておくことは、将来的にみ
て有⽤であると考えています。 

 

  

いまは、官⺠連携も広域連携も積極的に進める必要性がありません。なお、ほかの市町から
広域連携を求められた際に、どのような条件なら受けるかを検討しておくことは有⽤です。 
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流⼭グリーンフェスティバル 
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 基本⽅針・基本⽬標と実現⽅策 
 

将来の⾒通し 

「次期総合計画における将来⼈⼝推計調査
報告書」における⾼位推計⼈⼝をもとに、本市
の将来の必要⽔量の推計をおこないました。
これによると、⼈⼝のピークは令和 8（2026）
年度の 213,179 ⼈、⽔量のピークは 4 年早い
令和 4（2022）年度の 59,830m3/⽇であるこ
とがわかりました。 

⼀⽅、北千葉広域⽔道企業団から受⽔でき
る⽔量は、思川開発の完成（令和 6（2024）
年度）を経ることにより、最⼤で 47,300m3/
⽇まで増えることとなります。 

本市では、この受⽔量と必要⽔量との不⾜

分（最⼤ 15,000m3/⽇）を井⼾⽔でまかなっ
ていかなければなりません。受⽔量だけで必
要⽔量をまかなえると推計されている令和
24（2042）年度までは、最⼤ 11 井（＋予備
2 井）の井⼾を適切に管理しながら使いつづけ
ることが最低条件であるといえます。 

なお、このときまでに、⼀時的に井⼾⽔だけ
では不⾜する場合が⽣じたときは、北千葉広
域⽔道企業団の不要⽔や、構成するほかの市
町からの協⼒⽔を活⽤していく予定としてい
ます。

 

 

図 4-1 将来⼈⼝と 1 ⽇最⼤給⽔量の推計結果 

第4章 第4章  基本⽅針・基本⽬標と実現⽅策
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基本⽅針 

 
 
 
 
 
上位計画にあたる「総合計画基本計画・基本

構想」においては、「良質な住環境の中で暮ら
せるまち」の中で、「安全な⽔道⽔を安定的に
供給する」との⽅針が⽰されています。 

⼀⽅、毎年おこなっている「ながれやままち
づくり達成度アンケート」においては、⽔道⽔

の安全性・安定性について、現状の満⾜度と今
後の重要度に関する設問があり、90%以上の
⼈が現在の状況に不満はなく、今後について
は現状以上を望んでいることがわかっていま
す。 

図 4-2 総合計画基本計画・基本構想において⽬指す⽅向性 

 
基本⽅針とは、将来の本市⽔道の⽬指すべ

き姿をあらわすものといえます。 
前基本計画においては、基本⽅針として「市

⺠への安全な⽔の安定供給をめざして」をか
かげていました。 

しかし、①本市では安全な安定供給はでき
ていること、②アンケートでは現状以上の⽔
道の状態が望まれていることから、基本⽅針
として、「－市⺠への安全な⽔の安定供給をい
つまでも－」としました。 

 
【基本⽅針】 

－市⺠への安全な⽔の安定供給をいつまでも－ 
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基本⽬標と実現⽅策 

前基本計画では、「安全、安定、適正料⾦、
環境」という経営⽬標と、その下に具体的な 5
つの施策をかかげていました。 

⼀⽅、厚労省が作成した新⽔道ビジョンで
は、「安全、強靱、持続」の 3 つのキーワード
のもとにとりまとめがおこなわれています。 

前基本計画の策定から 10 年がすぎ、⽔道に
求められる要素も変わってきたことをふま
え、本計画においても、厚労省のかかげた新し
い 3 つのキーワードに対して基本⽬標をかか
げ、そのもとに具体的な実現⽅策をとりまと
めることとします。 

 
安全の視点 → 「安⼼・安全なおいしい⽔道」 
強靱の視点 → 「備えある強靱な⽔道」 
持続の視点 → 「未来に持続する健全な⽔道」 
 

 
現状と評価の中であげられた課題などをも

とに、本計画において実施していく実現⽅策
は、3 つの基本⽬標のもとに 4 つずつ、あわ
せて 12 の⽅策となります。 
「市⺠への安全な⽔の安定供給をいつまで

も」の思いを本市⽔道の基本⽅針として、それ
を「安全、強靱、持続」の 3 つのキーワード
に対してかかげた基本⽬標でささえ、それぞ
れの実現⽅策を着実におこなうことで、本市
⽔道の⽬指すべき姿へと進んでいきます。 

 
■1.安全「安⼼・安全なおいしい⽔道」 

1-1 ⻄平井浄⽔場の計画的な施設更新 
1-2 安定的な井⼾取⽔量の確保 
1-3 おおたかの森浄⽔場の配⽔池の新設 
1-4 基幹管路建設の推進 

 
■2.強靱「備えある強靱な⽔道」 

2-1 渇⽔対策の充実 
2-2 施設及び設備の計画的な更新 
2-3 配⽔管の計画的な更新 
2-4 配⽔管の耐震化の推進 

 
■3.持続「未来に持続する健全な⽔道」 

3-1 中央監視システムの更新 
3-2 東部浄⽔場の廃⽌ 
3-3 職員の技術⽔準の維持 
3-4 外部委託の活⽤継続 
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基本⽬標 1 安全「安⼼・安全なおいしい⽔道」 

 
実現⽅策 1-1 ⻄平井浄⽔場の計画的な施設更新 

 
 
 
 

10 年前に策定した前基本計画をもとに、⼈
⼝の増え⽅や施設・設備の状況などの変化を
ふまえ、計画を⾒直しながら、第 7 次拡張事
業まで進めてきました。 

本計画では、令和 7（2025）〜9（2027）
年度の 3 年間をかけて、⻄平井浄⽔場の施設
などの更新をおこないます。 

これは、令和 2（2020）年度より、⻄平井

浄⽔場の井⼾⽔を平常時から⽔道⽤に使える
ようにしたことにより、⽼朽化した浄⽔施設
を令和２・3 年度に更新していますが、その更
新⼯事では未着⼿であった古くなった次亜注
⼊施設を新しくする必要ができたためです。 

この施設は⽔をつくるうえでは⽋かせない
ものであり、計画的に更新し、故障などが起き
ないように準備しておく必要があります。 

 

表 4-1 計画スケジュールと⽬標 

 
 

  

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12
浄⽔施設
更新

次亜注⼊
室建設
浸⽔対策

既存施設
撤去

場内整備

R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22

実現⽅策 現状
計画期間 計画期間

⽬標

1-1
⻄平井浄⽔
場の計画的
な施設更新

第7次拡張
計画まで
完了

更新完了参考期間

⼈⼝が増えても⽔不⾜にならないよう、⻄平井浄⽔場の⽼朽化した浄⽔施設を更新し、令
和４（2022）年度より浄⽔設備が新しくなります。 

ポンプ設備 
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実現⽅策 1-2 安定的な井⼾取⽔量の確保 

 
 
 
 

現在、本市で使っている 15 井の井⼾は、洗
浄などのメンテナンスはおこなっています
が、⻑期間使ってきたことによる劣化で、取⽔
できる⽔量がだんだんと減ってきている状況
にあります。 

北千葉広域⽔道企業団から受⽔できる⽔量
は、思川開発の完成にともない令和 7（2025）
年度からは 47,300m3/⽇まで増える予定で
すが、それでも⾜りない⽔量は、井⼾⽔でまか
なうことが必要となります。 

本市の⼈⼝は、今後もまだ増えることが予
測されています。これにそなえ、井⼾を計画的
に洗浄して取⽔できる⽔量を回復させ、井⼾

を更新することによって新たに⽔量を確保
し、安定的な取⽔量が確保できるようにしま
す。 

令和 3（2021）〜4（2020）年度に 3 井を
新設・稼働し、その後令和4（2022）〜7（2025）
年度と令和 12（2030）年度の 5 年間に、あ
わせて 6 井を更新します。これにより、使う
井⼾数は現在より 4 井少ない 11 井を⽇常で
は使⽤し、2 井を予備としてもちながら、安定
的に取⽔できることを⽬標とします。また、洗
浄などのメンテナンスは必要に応じておこな
うものとします。

 

表 4-2 計画スケジュールと⽬標 

 
  

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12
1井新設 2井新設

1井掘替
1井掘替
3井停⽌

1井掘替 1井掘替 2井掘替

R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22

実現⽅策 現状
計画期間 計画期間

⽬標

1-2
安定的な
井⼾取⽔量
の確保

15井使⽤
取⽔量
減少傾向

11井使⽤
2井予備
取⽔量確保
必要時の
メンテナンス

参考期間

⼈⼝増による受⽔量を超える⽔量をまかなうため、計画的な井⼾の更新とメンテナンスに
より、11 井体制での安定した取⽔量が確保できるようにします。 

井⼾ 
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実現⽅策 1-3 おおたかの森浄⽔場の配⽔池の新設 

 
 
 
 

おおたかの森浄⽔場には、現在 10,500m3

の配⽔池 1 つしかなく、メンテナンスなどを
おこなう際には⽔処理を⽌める必要がありま
す。配⽔池を 2 つ使い、2 系統で⽔処理がで
きる状況にしておけば、メンテナンスをする
系統を⽌めても、⽔処理はもう 1 つの系統で
つづけられます。 

このようなことから、本計画では、現在ある

配⽔池と同じ⼤きさのものをもう 1 つ新しく
建設します。 

令和 3（2021）年度より検討（基本設計）
をはじめ、令和 4（2022）〜6（2024）年度
の 3 年間で設計から⼯事までを終え、令和 7

（2025）年度より 2 系統で運⽤がはじめられ
ることを⽬標とします。 

 

表 4-3 計画スケジュールと⽬標 

 
  

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12
検討
基本設計

設計 躯体⼯事 躯体⼯事
場内配管
等⼯事

R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22

実現⽅策 現状
計画期間 計画期間

⽬標

1-3

おおたかの
森浄⽔場の
配⽔池の
新設

配⽔池1池
（10,500m3）

配⽔池完成
2系統運⽤参考期間

メンテナンスなどでも⽔処理が⽌まることのないよう、おおたかの森浄⽔場に新しい配⽔
池をつくり、令和 7（2025）年度より 2 系統で運⽤できるようにします。 

配⽔池（配⽔タンク） 
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財政収⽀の⾒通し

実現⽅策 1-4 基幹管路建設の推進 

 
 
 
 

現在の管路網では、東部浄⽔場をなくした
場合に、当浄⽔場から⽔が配られている地域
に、おおたかの森浄⽔場から⽔を送るために
は、⻄平井浄⽔場からの経由が必要となりま
す。このような迂回をせずに、直接送ることが
できるよう基幹管路の建設を進めているとこ
ろです。 

この基幹管路が完成することが東部浄⽔場
をなくし、そのほかの 3 浄⽔場だけで運⽤す
るための必要条件でもあり、とどこおりなく
建設を進めることが求められています。 

令和 5（2023）〜6（2024）年度の 2 年間
をかけて運動公園周辺の整備が進むのに合わ
せて、基幹管路も建設を進める予定となって
いますが、運動公園周辺の区画整理がとどこ
おっていることや、建設経路についての課題
が残っています。 

計画にそって建設を進めながら、経路⾒直
しもふくめ、令和 11（2029）年度の予定時期
にむけ、早期の完成を⽬指すことを⽬標とし
ます。

 

表 4-4 計画スケジュールと⽬標 

 
  

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12
建設 建設 建設

（完成
 予定）

R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22

実現⽅策 現状
計画期間 計画期間

⽬標

1-4
基幹管路
建設の推進

建設
推進中

予定にそった
計画の実⾏参考期間

おおたかの森浄⽔場から迂回せずに⽔を送れるよう、計画にそって基幹管路の建設を進め、
完成予定である令和 11（2029）年度をめどに、早期の完成を⽬指します。 

基幹管路の建設 
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基本⽬標 2 強靱「そなえある強靱な⽔道」 

 
実現⽅策 2-1 渇⽔対策の充実 

 
 
 
 

近ごろでは、これまでにあまり経験したこ
とのないような異常気象の発⽣することが多
くなってきています。 

⼀⽅、本市の⽔道は、北千葉広域⽔道企業団
からの受⽔に多くを頼っています。そのため、
異常気象などで渇⽔が⽣じ、この受⽔量が少
なくなることが起きれば、⾜りない⽔は井⼾
⽔でまかなうことが必要となります。 

本市は、現在でも⼈⼝が増えつづけている
ことから、渇⽔が⽣じたときの井⼾⽔に対す

る寄与度はさらに⼤きくなると考えられま
す。そのため、これまで以上に、前もって渇⽔
に対するそなえをしておくことが重要となっ
てきました。 

以上のことから、渇⽔が起きたときの⽔の
不便が最低限におさえられるよう、渇⽔に向
けた準備を事前におこなっておくものとしま
す。また、これらの準備をとどこおりなく済ま
せることを⽬標とします。

 
 

【渇⽔に向けた事前準備】 
①取⽔量の予測を含めた渇⽔シミュレーションの実施 
②シミュレーションをもとにした渇⽔時の対策の検討 
③井⼾のメンテナンス計画の定期的な更新 
④井⼾の更新・メンテナンスとモニタリングの継続 
⑤予備井の確保と定期的なメンテナンスの実施 
⑥上記をまとめた渇⽔対策マニュアルの作成 
 

表 4-5 計画スケジュールと⽬標 

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12
シミュ
レーショ
ン
対策検討

渇⽔対策
マニュア
ルの検討
・策定

R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22
マニュア
ルの⾒直
し

実現⽅策 現状
計画期間 計画期間

⽬標

2-1
渇⽔対策の
充実

対策マ
ニュアル
未策定

対策マニュア
ル策定
メンテナンス
計画の
定期更新
モニタリング
予備井確保

参考期間

渇⽔が起きて受⽔量が少なくなったときでも、不便なく⽔が利⽤できるよう、現在ある井
⼾を有効に活⽤した渇⽔対策をマニュアルとしてとりまとめます。 
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4 つの浄⽔場の施設及び設備については、つ
ねに良い状態で使いつづけられるよう、計画
的な更新と定期的な補修をおこなうことが必
要です。 

それぞれの施設及び設備などは、種類ごと
に実情にあわせた年数で更新及び補修する計

画をたてており、この計画にそって進めてい
くことを⽬標とします。 

たとえば、配⽔池や配⽔ポンプ、電機設備、
⾮常⽤の発電機などを、今後の計画にあげて
います。 

 

表 4-6 計画スケジュールと⽬標 

 
  

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12
更新 更新 更新 更新 更新 更新 更新 更新

R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22
更新 更新 更新 更新 更新 更新 更新 更新 更新

実現⽅策 現状
計画期間 計画期間

⽬標

2-2
施設および
設備の計画
的な更新

前計画に
従い計画
的更新と
補修

本基本計画に
従い計画的に
更新と補修

参考期間

浄⽔場に不具合がでたりしないよう、施設・設備ごとの実情にあった年数で、計画的に更新
及び補修をおこない、いつまでも安⼼して使いつづけられるようにします。 

電源盤 
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本市のすみずみまで⽔が⾏き届くよう、地
⾯の下には、たくさんの管路が張り巡らされ
ています。 

これらの管路は、いつまでも使いつづけら
れるものではなく、ある程度の期間でとりか
えなければ、⽳があいたりして使えなくなり
ます。また、管路は地⾯の下に埋められてお
り、状態をみて悪ければとりかえるというこ
とができません。事故などが起きないと想定
される期間で余裕をもって計画的にとりかえ
る（更新する）ことが、適切に維持管理してい
くためには必要です。 

このような視点から、前基本計画でも「全管
路延⻑に対する年間の布設延⻑距離 2%」を
⽬標としてかかげていました。 

毎年 2%ずつとりかえるということは、50
年ですべてとりかえられるということであ
り、管路の耐⽤年数（40〜100 年）からみて
も、適切な基準であると考えられます。 

よって、本計画でも、「全管路延⻑に対する
年間の布設延⻑距離 2%」を⽬標として、別途
検討している管路の更新計画にしたがって、
計画的に管路をとりかえていきます。 

 

表 4-7 計画スケジュールと⽬標 

 
  

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12
更新 更新 更新 更新 更新 更新 更新 更新 更新 更新

R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22
更新 更新 更新 更新 更新 更新 更新 更新 更新 更新

実現⽅策 現状
計画期間 計画期間

⽬標

2-3
配⽔管の
計画的な
更新

前計画に
従い計画
的更新

本基本計画に
従い計画的に
更新
更新率2%

参考期間

管路に事故などが起きて⽔が送れなくなることが起きないように、更新計画にしたがって、
着実に管路をとりかえていくようにします。 

配⽔管の設置 
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実現⽅策 2-4 配⽔管の耐震化の推進 

 
 
 
 

⼤きな地震により管路が壊され、⽔が送れ
なくなることが⽣じないように、地震に耐え
ることができる⼀定の強度をもった管路を使
うことが必要とされています。 

配⽔本管や、重要施設などにつながる管路
は、⽔を送るうえでは、より重要であると考え
られることから、レベル 2（L2）の地震が起き
た場合でも給⽔しつづけられるようにしま
す。すべての管路を L2 耐震適合の基準にあっ
たものにとりかえ、L2 耐震適合率 100%の達
成を⽬標とします。 

また、それ以外の配⽔⽀管については、すべ
てを L2 の地震に耐えられる管路にとりかえ
ることは、経済的にも現実的にもよい⽅法で
あるとはいえません。 

よってこれらの管路については、レベル 1
（L1）の地震までは耐えられる耐震管にとりか
え、L1耐震化率100%の達成を⽬標とします。
L2 の地震により管路が壊れたときは、代わり
の⼿段により、⽔が届けられるよう事前に計
画を⽴てています。

 

表 4-8 計画スケジュールと⽬標 

 
  

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12
77%
4,253m

77%
3,535m

78%
2,980m

78%
1,775m

90%
8,689m

93%
14,289m

100%
15,994m

100%
0m

100%
0m

100%
0m

R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22
更新 更新 更新 更新 更新 更新 更新 更新 更新 更新

※表中の数値は、%は配⽔本管のL2耐震適合率、延⻑はその年度のL2耐震適合管延⻑とL1耐震管の更新の⻑さをあらわしています。

実現⽅策 現状
計画期間 計画期間

⽬標

2-4
配⽔管の
耐震化の
推進

L2耐震適
合率45%
L1耐震化
以上97%

配⽔本管
︓L2耐震適合
率100%
配⽔⽀管
︓L1耐震化率
100%

参考期間

⼀定レベルの地震までは管路が壊されることがないよう、管路の重要度ごとにレベル 1 ま
たはレベル 2 の地震まで耐えられる管にすべてとりかえるようにします。 

管路の耐震性（曲げても壊れない） 
画像提供︔（⼀社）⽇本ダクタイル鉄管協会 
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基本⽬標 3 持続「みらいに持続する健全な⽔道」 

 
実現⽅策 3-1 中央監視システムの更新 

 
 
 
 

平成 17（2005）年度に完成したおおたかの
森浄⽔場の中央監視システムは、すでに 15 年
がすぎています。ここで監視している 4 つの
浄⽔場で事故などが起きないよう、完成して
20 年となる令和 7（2025）年度には更新⼯事
をおこなうことが必要となります。 

更新をおこなう際には、その時点の最新の
技術などを積極的にとりこみ、課題となって

いる「中央監視室以外からの柔軟な施設の監
視・運⽤」をはじめ、より効率的かつ安全に⽔
運⽤ができるようなシステムにします。 

具体的には令和 5（2023）〜7（2025）年
度の 3 年間で検討から⼯事までを終え、令和
8（2026）年度より新システムを動かすことを
⽬標とします。 

 
 

【将来に期待できる現在の最新技術】 
 スマート⽔道メーター※の普及と活⽤（業務の効率化、家庭の⾒守り） 

 クラウドサーバーと IoT※端末などを利⽤した統合運⽤ 

 AI を⽤いた運転管理 

 AI を⽤いた需要予測と運転最適化 

 IoT や AI を⽤いた漏⽔対策 

 IoT を⽤いた機器異常の早期発⾒ 

 IoT を⽤い効率的な配⽔システムの構築 

 

表 4-9 計画スケジュールと⽬標 

 
  

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12
検討 設計 ⼯事

R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22

実現⽅策 現状
計画期間 計画期間

⽬標

3-1
中央監視
システムの
更新

H17建設
新システムの
稼働

参考期間

中央監視システムの更新の際には、最新の技術などを積極的にとりこむことによって、よ
り効率的かつ安全に⽔運⽤ができるようにします。 

【スマート⽔道メーター】通信機能を持たせた⽔道メーター。通信機
能により、遠隔検針が可能となる。 

【IoT】Internet of Things の略。「モノ」にインターネットをつな
げることで、それぞれの「モノ」から個別に情報を取得し、その情
報により最適な⽅法を⾒出すこと。 
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実現⽅策 3-2 東部浄⽔場の廃⽌ 

 
 
 
 

東部浄⽔場から送られる⽔の量は、全体の 1
割にも達しておらず、ほかの 3 浄⽔場の補助
的な位置付けにあるといえます。このような
状況をふまえ、前基本計画においては、おおた
かの森浄⽔場、江⼾川台浄⽔場、⻄平井浄⽔場
の 3 つで本市すべてに⽔が送れることを整理
しました。 

現時点では、東部浄⽔場をなくすために必
要な条件の⼀つである基幹管路が完成してい
ないことや、同浄⽔場内の井⼾の移設が進ん
でいないことから、すぐに実⾏することはで
きません。また、⼈⼝のピークについても、ま
だ⼗分には⾒通すことができていないため、

今後どれだけ⽔が必要になるかについても明
確ではありません。 

このようなことから、基幹管路の建設（令和
11（2029）年度完成予定）といった、廃⽌の
ための準備は進めておきつつ、今後の⼈⼝や
⽔量の状況をみすえながら、令和 11（2029）
年度以降の適切な時期に、応急給⽔機能だけ
を残して、東部浄⽔場をなくすことを⽬標と
します。 

なお、浄⽔場の跡地は、みなさまのニーズを
把握したうえで、有効利⽤していただけるよ
うに整備を進めることも⽬標とします。 

 

表 4-10 計画スケジュールと⽬標 

 
  

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12
（廃⽌
 予定）

（撤去
 予定）

R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22

実現⽅策 現状
計画期間 計画期間

⽬標

3-2
東部浄⽔場
の廃⽌

浄⽔場
運⽤中

廃⽌・撤去参考期間

令和 7（2025）年度以降に、⼈⼝や⽔量の条件がととのえば、東部浄⽔場をなくすための
必要な準備を進めておくようにします。 

ろ過機 
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実現⽅策 3-3 職員の技術⽔準の維持 

 
 
 
 

みなさまに安⼼して飲んでいただける⽔を
送りつづけるためには、⽔道にたずさわる職
員が適切に世代交代をおこなうとともに、必
要な技術や知⾒などを正しく⾝につけること
が必要といえます。 

本市では、⽔道運営に習熟した外部の機関
から必要技術の指導を受けることで、⽔道の
運⽤に適した⼈材を育てられる体制をつくっ

ています。今後とも、これを正しく活⽤するこ
とを徹底し、職員の技術⽔準が適切に維持さ
れることを⽬標とします。 

また、外部でおこなわれる研修や⽔道技術
管理者講習会なども、技術や知⾒を深めるよ
い機会であることから、これらに職員が参加
しやすいよう、⽀援できる体制をつくること
も⽬標とします。 

 

表 4-11 計画スケジュールと⽬標 

 
  

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12
技術指導
⽀援体制
検討

技術指導 技術指導 技術指導 技術指導 技術指導 技術指導 技術指導 技術指導 技術指導

R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22
技術指導 技術指導 技術指導 技術指導 技術指導 技術指導 技術指導 技術指導 技術指導 技術指導

実現⽅策 現状
計画期間 計画期間

⽬標

3-3
技術継承の
推進

外部機関
による
技術指導

外部機関によ
る技術指導
研修・講習会
などへの参加
⽀援

参考期間

将来にわたり、いつまでも安⼼な⽔を送りつづけられるよう、技術・知⾒を⾝につけるため
の仕組みを維持し、⽀援体制をつくり、職員の技術⽔準が保たれるようにします。 
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実現⽅策 3-4 外部委託の活⽤継続 

 
 
 
 

これまでも、浄⽔場の運転や管理、⽔漏れの
修理、家に⽔道をとりこむ装置の受付、⽔道料
⾦などを徴収する業務については、外部に委
託をおこなってきています。これらの委託は、
経費の削減に貢献しています。 

また、令和 2（2020）年度に策定された本
市の総合計画実施計画の中では、今後とも、⽔

道料⾦などの徴収業務の外部への委託をつづ
けることで、経費削減につとめることがうた
われています。 

このことをふまえ、本計画においても、これ
までどおりの外部委託をつづけ、経費の削減
につなげることを⽬標とします。 

 

表 4-12 計画スケジュールと⽬標 

 
  

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12
委託継続 委託継続 委託継続 委託継続 委託継続 委託継続 委託継続 委託継続 委託継続 委託継続

R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22
委託継続 委託継続 委託継続 委託継続 委託継続 委託継続 委託継続 委託継続 委託継続 委託継続

実現⽅策 現状
計画期間 計画期間

⽬標

3-4
外部委託の
活⽤継続

各種業務
委託中

浄⽔場運転管
理、漏⽔修
理・給⽔装置
受付、料⾦徴
収業務の委託
の継続

参考期間

現在でも、業務の⼀部を外部に委託しており、費⽤の節約と業務の効率化が進められてい
ます。これらの業務の外部への委託をつづけ、経費の削減につなげていきます。 

お客様センター 上下⽔道センター
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 投資計画と財政収⽀の⾒通し 
 

投資計画 

投資計画は次表のとおりです。 
 

表 5-1 投資計画のスケジュール 

 

 

 

  

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

おおたかの森配⽔池増設 ● ● ● ● 39

⻄平井⽔処理施設建設 ● ● ● 37

TX沿線管路整備 ● ● ● ● ● ● ● ● ● －

重要本管更新 ● ● 43、44

重要⽀管更新 ● ● ● ● 43、44

⼀般本管更新 ● ● ● 43、44

⼀般⽀管更新 ● ● ● ● ● 43、44

導⽔管更新 ● ● ● ● ● ● －

新設計画管 ● ● ● ● ● ● 40

おおたかの森設備更新 ● ● ● ● ● ● 42、45

江⼾川台設備更新 ● ● 42

⻄平井設備更新 ● ● ● ● ● 42

⻄平井解体⼯事 ● －

東部廃⽌ ● ● 46

⽔源 井⼾更⽣ ● ● ● ● ● ● 38

維持 メンテ・設備オーバーホール ● ● ● ● －

※投資には事務費を含む

拡張

TX関連

改良

管路

浄⽔場

計画期間
該当⾴分類 項⽬

第5章  投資計画と財政収⽀の⾒通し 
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収益的収⽀の⾒通し 

計画期間の収益的収⼊は、⼈⼝増加の伸び
が収まってくるにつれて経年的に減少傾向と
なります。 

収益的⽀出については、経年的には⼤きく
変動しません。 

その結果、純利益（収益的収⼊－収益的⽀
出）も減少傾向となる⾒込みですが、計画最終
年度である令和 12（2030）年度でも⼀定額の
純利益が確保される⾒通しです。 

 
 

 

図 5-1 各種収⼊状況の推移 

 

図 5-2 収益的収⽀の推移 
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資本的収⽀の⾒通し 

資本的収⼊は、企業債の発⾏の程度により
各年度でばらつきがあります。 

資本的⽀出では、令和 3（2021）〜4（2022）
年度の 2 年間で⼀般会計への納付⾦があるた
め多くなり、その後についてはおおたかの森
浄⽔場の配⽔池新設や中央監視システムの更

新があるなど、各年度に実施する事業により
増減があります。 

その結果、資⾦残⾼は計画期間当初から減
少傾向となりますが、計画最終年度である令
和 12（2030）年度でも、⼀定額（約 35 億円
程度）の資⾦残⾼が確保される⾒通しです。

 
 

 

図 5-3 資本的収⽀の推移 
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債務の⾒通し 

これまで、企業債元利⾦償還額や企業債残
⾼は経年的に減少してきましたが、計画的な
⼯事実施と経営の健全性を維持するために
は、適切な額の企業債を発⾏する必要があり
ます。 

今後、令和 5（2023）〜6（2024）年度の

おおたかの森浄⽔場配⽔池新設や令和 7
（2025）年度のおおたかの森浄⽔場中央監視
システム更新において、⼤きな額の企業債の
発⾏を⾒込んでいるため、⼀時的に企業債元
利⾦償還額や企業債残⾼が増えることも想定
されます。 

 
 

 

図 5-4 企業債関連指標の推移 
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料⾦・費⽤の⾒通し 

給⽔原価については、⻑期前受⾦戻⼊の減
少と減価償却費※の増加により、ある程度経年
的に上昇します。 

現状は⽔道料⾦収⼊で⽔道事業経営は健全
に保たれ、料⾦回収率（供給単価÷給⽔原価）
でも 100%以上を維持することができる⾒込

みですが、今後の社会情勢等を注視する必要
があります。 

なお、流⼭市の給⽔量の約 8 割を占める北
千葉広域⽔道企業団の第 15 次経営戦略では、
令和 2〜5 年度の 4 年間は受⽔費は据え置か
れます。

 

 

 

  

ミネラルウォーター どちらもおいしい ⽔道⽔ 

289 名161 名 294 名

【減価償却費】固定資産を耐⽤年数に従って規則的に費⽤として配分
する勘定科⽬

上下⽔道展で
実施した 
飲み⽐べ体験
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